
地域の一員を実感 

            ―― 河川清掃に参加し、近所の人々と温かい交流 ―― 

          「早紀ちゃん、去年来たお姉ちゃんは？」 

          「先輩は今年高校生になったので、きっと忙しくて来られない 

           んですよ。」 

           話し相手がいなくて寂しいと思いながら、一人で草取りをし 

          ていると、近所のおじさんたちから声を掛けられました。私が 

          答えると、その後も、今何年生？ 部活は？ などたくさんの 

          のことを尋ねられました。わたしはこのおじさんとは挨拶を交 

          わしたことくらいしかなく、こんなにたくさん話したのは初め 

          てでした。だから名前を覚えてくれていたことにも驚きました。 

           初めはおじさんのペースにのまれていた私でしたが、次第に 

話せるようになり、おじさんの仕事や家族構成などを知ることもできました。そして、 

おじさん、おばさんの輪に入ることができました。 

「早紀ちゃん、元気だった？ しばらく見ない間 

 にすごく大きくなったね。」 

 ふだんあまり会わない人でもちゃんと私のこと 

を見てくれていることを知ってうれしかったです。 

 河川掃除が終わるとジュースが配られ、その時 

におじさんたちが、 

「早紀ちゃん、先に選びなよ。」          ＰＴＡ親子美化作業での草取り風景(5.7) 

と口々に言ってくださいました。私はその時とてもうれしかったのと同時に、私も地 

域の一員であることを、改めて実感することができました。 

 初めは子どもは私一人で寂しかったのですが、だからこそ分かったこと、実感でき 

たことがありました。それはまず、近所の方々が私が思っている以上に、私のことを 

知っていてくれたことです。そして、近所の人たちと今まで以上に仲良くなれました。 

また近所の方々とたくさん話をして、私のことを知ってもらうばかりでなく、おじさ 

ん、おばさんのこれまで知らなかった一面を見ることができました。 

 私は河川清掃活動に参加して、いつも見守ってくださる近所の方々の温かさを感じ 

ました。これからは、おじさんやおばさんたちがいつも見守ってくれていることに感 

謝しながら生活していきたいです。そしていつか、それに恩返しできるようになりた 

いです。（２年 菅沼早紀さんの作文から抜粋） 
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 この作文を読んで、地域の人々と中学生との本当に温かいつながりを感じました。それは清掃活動をした時

に会話を交わしただけに過ぎませんが、それが菅沼さんの心に大きな影響を与えました。小学生のころには気

づかなかったことに気づき、その大切さを感じて感謝の心をもとうと思ったこと、地域の一員であることを実

感したこと等々、これらは菅沼さんだけでなく多くの深良の子どもたちがもつ“よさ”ではないかと思います。 

 

 

 



蒼葉祭「体育の部」（５月２８日実施）に向けて練習に熱！ 

 ３年生の修学旅行や１、２年生の校外活動がどの学年も先週無事に終了し、今週は 

２８日（土）に迫った蒼葉祭「体育の部」の練習一色に染まっています。「燃えろ！ 

響け！ 深中魂 2011！」のスローガンのもと、自主的な朝練習、昼練習が毎日行わ 

れています。グランドから元気の良い掛け声が聞こえ、学校じゅうに活気があふれて 

います。 

 ３年生にとっては最後の蒼葉祭体育の部。３年生の 

“よさ”をどんどん発揮して、深良中をもっともっと 

元気にしてほしい。そのためには３年生一人一人が本 

気になって取り組むことです。午後に行われた「大旋 

風」と「初夏の風に乗って（大玉転がしリレー）」の 

練習を見ました。赤チーム、白チームともにカラーリ 

ーダーが先頭に立って種目の流れを一生懸命説明して   一生懸命がかっこいい！ 

いました。カラーリーダーを支え、盛り上げていくのは３年生の役目のはず。練習を 

見ていて気づいたのは、声がよく出ているチームの方が断然動きが鋭かったことです。 

声を出すことはみんなの息をそろえ、一人一人のもつパワーのベクトルが一束になっ 

て、より強烈なパワーを発揮します。 

語先後礼（ごせんごれい）ってなに？ 

「あいさつは大切だ。」とは、だれもが思っていることだと思います。しかし、面倒 

くさがって口先で言葉に出す程度だと、相手に自分のあいさつが十分伝わっていない 

ことがあります。あいさつはコミュニケーションの基本です。“相手に自分の思いを 

伝える”あいさつをするにはどうしたらいいのでしょうか。 

 そのヒントは奈良薬師寺や京都青蓮院のお坊さんのあいさつの仕方にありました。 

どのお坊さんも次のような方法で私たち修学旅行生にあいさつされました。 

１ まず、あいさつしようとする相手に身体を向ける。（相手に正対する。） 

２ 「こんにちは。」「ありがとうございます。」などの言葉を相手に向けて発声する。 

３ 発声し終わった後、礼をする。 

 この方法が、「語先後礼」です。これを深良中のあいさつの仕方にしようという動 

きが始まりました。深良中のあいさつが美しくなります。 

深良中にアラビア人登場？ 

「アッサラーム・アライクム」（こんにちは＝呼び掛け）  

「アライク・ムッサラーム」（こんにちは＝返事） 

アラビア語の原義は「あなたに平和がともにあります 

ように」というあいさつの言葉です。相手のことを思 

い.やり、平穏、幸福を祈る素敵なあいさつです。    校長、全校集会でドバイを語る 

 

 


